
「 ビ キ ニ 事 件 」 か ら 見 た 「 福 島 原 発 被 災 」

高 知 県 太 平 洋 核 実 験 被 災 支 援 セ ン タ ー 事 務 局 長 山 下 正 寿

「 〝 ビ キ ニ 事 件 〟 と よ く 似 た 福 島 原 発 事 故 へ の 政 府 対 応 」

福 島 原 発 事 故 の 放 射 能 被 災 が 深 刻 化 し 、 つ い に 海 へ の 放 射 能 汚 染 水 の

放 出 に い た っ た 。「 や む を え な い 処 置 」と い う 政 府 見 解 の 背 景 に は 、｢低

レ ベ ル で 半 減 期 が 短 い ｣｢海 へ 拡 散・希 釈 化 し 影 響 が な く な る ｣と い う 非 科

学 的 な 判 断 が み ら れ る 。 ま た 、 原 子 力 事 故 の 国 際 評 価 尺 度 が レ ベ ル ７ に

な っ て も 、 「 太 平 洋 核 実 験 の 放 射 性 物 質 の 放 出 量 と 比 較 す れ ば は る か に

少 な い 」 な ど の コ メ ン ト が マ ス コ ミ で 流 さ れ て い る 。 ビ キ ニ 水 爆 実 験 で

吹 き 上 げ ら れ た 放 射 性 降 下 物 は 地 球 規 模 の 汚 染 を も た ら し 、 汚 染 海 域 は

や や 拡 散 し な が ら も 、 日 本 近 海 ま で 届 き 、 汚 染 マ グ ロ は 、 ３ 月 か ら １ ２

月 に な っ て も 廃 棄 さ れ 続 け た 。 こ の 歴 史 的 教 訓 か ら 学 び 、 対 応 し な け れ

ば 、 漁 船 員 だ け で な く 消 費 者 に も 深 刻 な 晩 発 性 放 射 能 障 害 を も た ら す 危

険 が あ る 。 「 ビ キ ニ 事 件 」 と 「 福 島 原 発 事 故 」 は 放 射 能 に よ る 環 境 被 害

に 対 す る 政 治 ・ 経 済 対 応 に い く つ か の 共 通 点 が み ら れ る 。

19 54 年 3 月 2 日 、 突 然 原 子 炉 予 算 が 、 衆 議 院 に 提 出 さ れ 、 与 野 党 3

党 (自 由 党 、 日 本 自 由 党 、 改 進 党 )の 共 同 修 正 案 と し て 、 た い し た 議 論 も

な く 3 月 5 日 に 衆 議 院 を 通 っ た 。 原 子 炉 製 作 費 、 ウ ラ ン 資 源 調 査 費 な ど

3 億 円 の 原 子 炉 予 算 提 案 の 中 心 と な っ た 中 曽 根 康 弘 代 議 士 は 「 学 術 会 議

に お い て は 、 (原 子 力 の )研 究 開 発 に む し ろ 否 定 的 な 形 勢 が 強 か っ た よ う

で あ っ た 。 私 は そ の 状 況 を よ く 調 べ て 、 も は や こ の 段 階 に い た っ た な ら

ば 、 政 治 の 力 に よ っ て 突 破 す る 以 外 に 、 日 本 の 原 子 力 問 題 を 解 決 す る 方

法 は な い と 直 感 し た 。 ・ ・ ・ 国 家 の 方 向 を 決 め る の は 政 治 家 の 責 任 で あ

る 。 」 (｢原 子 力 開 発 十 年 史 ｣19 6 5 )と の べ て い る 。 日 本 の 原 子 力 開 発 は 研

究 者 の 意 見 を 無 視 し て 、 政 治 的 判 断 を 優 先 し て 強 引 に ス タ ー ト さ せ た と

こ ろ か ら 大 き な 過 ち を 犯 し 、 現 代 の 福 島 原 発 事 故 に い た っ た と い え る 。

こ の 原 子 力 予 算 通 過 の 前 日 、19 54 年 3 月 １ 日 は ビ キ ニ 環 礁 で ア メ リ カ

が 水 爆 実 験 を 強 行 し た 日 で あ る 。 も し 2 週 間 後 ま で 衆 議 院 で 審 議 が 続 い

て い れ ば 、 「 第 五 福 竜 丸 事 件 」 に よ っ て 、 こ の 原 始 力 予 算 は 可 決 さ れ る

事 は な か っ た だ ろ う 。

現 在 の 福 島 原 発 事 故 の 政 府 対 応 の 特 徴 は 、 放 射 能 汚 染 の 過 小 評 価 と 情

報 の 矮 小 化 を 基 本 姿 勢 と し て い る た め に 、 事 故 処 理 が 後 手 に 回 り 、 深 刻

化 し て い る こ と で あ る 。 「 ビ キ ニ 事 件 」 も 、 第 ５ 福 竜 丸 だ け に ス ポ ッ ト

を 当 て 、 事 件 の 実 相 を 矮 小 化 し た 政 府 対 応 が 見 ら れ る 。 当 時 の 資 料 や 日

本 政 府 の 公 的 記 録 を 見 る と 、 被 爆 マ グ ロ を 廃 棄 し た 船 は 延 99 2 隻 と な っ

て い る し 、こ れ に「 死 の 灰 」を う け た が マ グ ロ を 廃 棄 し な か っ た 14 隻 を

加 え る と 延 10 00 隻 を こ え る 被 災 船 と な る 。ア メ リ カ の 水 爆 実 験 を 目 撃 し



た 第 ５ 福 竜 丸 の 漁 船 員 は 死 の 灰 を 浴 び 、 危 険 を 感 じ 、 航 路 を 北 に む け 2

週 間 で 焼 津 港 に 帰 り 、 急 性 放 射 線 障 害 と 診 断 さ れ た 。 し か し 、 死 の 灰 を

浴 び た そ の 他 の 被 災 漁 船 は 水 爆 実 験 と 気 付 か ず 、 操 業 を 続 け て い た 。

水 爆 実 験 は 、ビ キ ニ ・ エ ニ ウ ェ ト ク 環 礁 で 、 19 54 年 3 月 1 日 か ら 5 月

14 日 ま で ６ 回 行 な わ れ て い た 。実 験 の 回 数 が 重 な る ほ ど 大 気 や 海 水 の 汚

染 は 深 刻 な 状 態 に な っ て い た が 、 漁 船 員 ら は ス コ ー ル で 体 を 洗 い 、 雨 水

を 利 用 し 、 海 水 風 呂 に 入 り 、 獲 れ た 魚 の 内 臓 を 食 べ た り し た 。 こ れ ら の

こ と が 、体 内 被 曝 に よ る 晩 発 生 障 害 で 漁 船 員 を 苦 し ま せ る 原 因 と な っ た 。

し か も 、 日 本 の 漁 港 に も ど っ た 第 ５ 福 竜 丸 以 外 の 被 災 船 に つ い て は 、

ガ イ ガ ー カ ウ ン タ ー （ 放 射 能 探 知 機 ） に 放 射 能 反 応 が あ っ て も 、 「 頭 を

洗 っ て お け 」 と 船 員 に 注 意 す る く ら い で 、 か ろ う じ て 検 査 を 受 け た 宮 城

県 籍 の 3 隻 と 第 13 光 栄 丸 も や が て 放 置 さ れ た 。検 査 対 象 は 船 体 と マ グ ロ

の 汚 染 で あ り 、 人 体 の 検 査 記 録 は 除 外 さ れ て い た 。

｢海 水 の 汚 染 は 食 物 連 鎖 で 深 刻 化 す る ｣

福 島 原 発 事 故 の 流 出 水 か ら 放 射 性 ヨ ウ 素 、 セ シ ウ ム が 超 高 濃 度 で 検 出

さ れ て い る 。 政 府 は 海 に 入 っ て 拡 散 ・ 希 釈 す る と 説 明 し て い る が ビ キ ニ

水 爆 実 験 の 時 も 、 マ ー シ ャ ル 諸 島 周 辺 の 汚 染 海 水 は 拡 散 ・ 希 釈 す る と 言

わ れ て い た が 、 海 水 温 度 差 の た め に 混 ざ ら ず に 、 多 少 拡 大 し な が ら も 日

本 沿 岸 に 到 達 し て い る 。

福 島 原 発 沖 は 親 潮 と 黒 潮 が ぶ

つ か り 、 黒 潮 が 沖 に 流 れ 、 一 部

は 反 転 し て 西 日 本 の 沿 岸 に 沿 っ

て 下 り 、こ の 流 れ に の る 鰹 が「 下

り 鰹 」 と よ ば れ る 。 放 射 能 汚 染

さ れ た プ ラ ン ク ト ン や 「 こ う な

ご 」 は む し ろ 魚 の え さ で あ り 、

食 物 連 鎖 で 数 千 ～ 数 万 倍 吸 収 さ

れ て 高 濃 度 の 大 型 汚 染 魚 が 広 が

る 可 能 性 が あ る 。 海 へ 垂 れ 流 し

て い た 放 射 能 汚 染 水 が 一 時 的 に

止 ま っ て も 、 今 ま で の 累 積 し た

汚 染 水 や 原 発 周 辺 に 累 積 し た 放

射 能 が 雨 の た び に 海 へ 流 れ だ し 、

海 水 と 海 底 の 泥 に 堆 積 す る 可 能

性 が あ る 。

「 ビ キ ニ 事 件 」 の 時 、 日 本 政 府 の 調 査 船 ・ 俊 こ つ 丸 は 、 19 5 4 年 5 月 1 5

日 か ら 水 爆 実 験 被 災 の 第 １ 次 調 査 を 行 な い 、 ビ キ ニ 環 礁 150 キ ロ の と こ



ろ で 最 大 汚 染 水 域 に 突 入 し た 。海 水 は 70 00 カ ウ ン ト を こ え 、水 し ぶ き を

浴 び る だ け で も 危 険 と い う 状 態 で 、 プ ラ ン ク ト ン （ 10 00 0 カ ウ ン ト ） も

魚 （ か つ お の 肝 臓 48 00 0 カ ウ ン ト ） も す べ て 汚 染 さ れ て い た 。 汚 染 海 水

は 、深 さ 10 0 メ ー ト ル 、幅 約 10 キ ロ か ら 100 キ ロ の ベ ル ト 状 に な っ て ゆ

っ く り 西 方 に 流 れ て い た 。 ま た 、 ウ ェ ー キ 島 周 辺 で 大 気 中 か ら 17 40 0 カ

ウ ン ト の 放 射 能 を 検 知 し た 。 「 事 件 」 発 生 か ら ２ ヶ 月 後 の こ と で あ る 。

ビ キ ニ 事 件 か ら 2 年 後 の 19 5 6 年 5 月 2 6 日 か ら 6 月 30 日 ま で 、俊 こ つ

丸 に よ る 第 ２ 次 調 査 が お こ な わ れ た 。 ビ キ ニ 環 礁 の 西 側 グ ア ム か ら ト ラ

ッ ク 島 海 域 を 調 査 す る 期 間 中 、 ア メ リ カ は 「 レ ッ ド ・ ウ イ ン グ 作 戦 」 と

呼 ぶ 連 続 核 実 験 を ビ キ ニ ・ エ ニ ウ ェ ト ク 環 礁 で 10 回 行 な っ た 。

第 ２ 次 調 査 の 結 果 、 大 気 中 に 95 2 3 1 カ ウ ン ト の 放 射 能 が 検 出 さ れ 、 グ

ア ム 島 周 辺 で も 高 い カ ウ ン ト が 測 定 さ れ た 。 海 水 汚 染 は 北 赤 道 海 域 の 面

ま で 広 が り 、魚 体 内 に は 195 4 年 の と き の 放 射 能 が 未 だ に 残 っ て い る こ と

も 判 明 し た 。

こ う し た 政 府 調 査 船 の 放 射 能 調 査 は い ず れ も 、 海 水 、 大 気 、 魚 が 著 し

く 汚 染 さ れ て い る 実 態 を 確 認 し 、 調 査 船 も 危 険 な 状 況 に 対 応 し て 、 待 避

や 乗 員 の 安 静 、 検 査 の 措 置 を と っ た 。 し か し 、 マ グ ロ 漁 船 や 小 型 漁 船 は

操 業 中 止 を 指 示 さ れ ず 、 そ の 海 域 で 獲 っ た 汚 染 マ グ ロ も 検 査 さ れ ず に 流

通 し 、 消 費 者 も 知 ら ず に 食 べ る こ と と な っ た 。 こ こ で も 漁 船 員 と 消 費 者

の 被 災 は 黙 殺 さ れ た 。

「 汚 染 マ グ ロ 検 査 の 中 止 」

「 ビ キ ニ 事 件 」 の １ ９ ５ ４ 年 ３ 月 当 初 、 放 射 能 に 汚 染 さ れ た マ グ ロ の 部

位 は 内 臓 や エ ラ で あ っ た が 、 ８ 月 以 降 に な る と 肉 や 骨 か ら も 放 射 能 が 検

知 さ れ る よ う に な り 特 に 半 減 期 が 30 年 と 長 い ス ト ロ ン チ ウ ム ９ ０ な ど

に よ る 深 刻 な 影 響 も 現 わ れ て き た 。12 月 に 入 っ て も 船 体 か ら 16 00 0 カ ウ

ン ト 、マ グ ロ か ら は 20 00 カ ウ ン ト の 放 射 能 が 検 知 さ れ る 船 も あ っ た 。し

か し 、 11 月 に 成 立 し た 鳩 山 一 郎 内 閣 は 12 月 6 日 に 閣 議 決 定 し 、 ア メ リ

カ 原 子 力 委 員 会 の 主 張 を 取 り 入 れ 、 マ グ ロ の 放 射 能 検 査 を １ ２ 月 末 に 打

ち 切 っ た 。 1955 年 1 月 4 日 、 日 本 政 府 は 、 慰 謝 料 20 0 万 ド ル （ 7 億 20 0 0

万 円 ） の 支 払 い を も っ て 、 ア メ リ カ と の 最 終 的 な 解 決 を は か る と い う 政

治 決 着 を お こ な っ た 。 「 ビ キ ニ 被 災 問 題 妥 結 は 、 日 本 政 府 に よ る 日 本 の

反 米 感 情 を 一 掃 す る た め の 具 体 案 だ 」 と す る ア メ リ カ 寄 り の 鳩 山 内 閣 に

よ っ て 強 引 に 事 件 の 幕 引 き が 進 め ら れ た



一 方 、 「 騒 ぎ が 大 き く な れ ば マ グ ロ が 売 れ な く な る 」 と 事 件 を マ グ ロ

の 慰 謝 料 問 題 に 絞 っ た 大 手 水 産 業 界 が 「 早 期 決 着 」 を 計 り 、 経 営 危 機 に

陥 っ た 中 小 マ グ ロ 船 主 に 圧 力 を か け 、 三 崎 や 室 戸 な ど で 抗 議 行 動 に 参 加

し た 漁 船 員 の 活 動 を

封 じ 、 政 府 と 癒 着 し

て 、 被 災 漁 船 員 の 救

済 問 題 を 切 り 捨 て た 。

こ う し て 、 ビ キ ニ 事

件 は 「 決 着 済 み の 事

件 」 と な り 、 政 府 の

窓 口 も 閉 鎖 さ れ 、 関

係 機 関 の 「 サ イ ド ブ

レ ー キ 」 が 引 か れ た

ま ま と な っ た 。

福 島 原 発 事 故 被 災

対 策 を 見 る と ，大 気 、

土 壌 、 魚 の 検 査 体 制 が 不 徹 底 で あ り 、 総 合 的 に 海 の 汚 染 を 食 い 止 め る 視

点 が 弱 い 。 「 漁 協 」 も 原 発 を 許 容 し て き た 経 過 も あ り 、 運 動 面 の 弱 点 か

ら 「 補 償 問 題 」 に 矮 小 化 さ れ る 危 険 が あ る 。 漁 民 が 政 府 や 電 力 会 社 に 対

し て 放 射 能 被 災 を 拡 大 さ せ ず 、 自 ら の 生 活 補 償 と 安 全 な 魚 を 保 障 す る 環

境 づ く り を 消 費 者 と と も に 発 展 さ せ る こ と が 期 待 さ れ て い る 。

「 深 刻 な ビ キ ニ 被 災 船 員 の 健 康 実 態 」

マ グ ロ 船 第 ２ 幸 成 丸 （ 室 戸 ・ 192 ト ン ） は 、 故 崎 山 秀 雄 船 長 の 漁 業 日

誌 に よ り 航 路 が 明 ら か に な っ た 。 195 4 年 2 月 2 4 日 に 神 奈 川 県 浦 賀 を 出

航 し 、 3 月 1 日 の 時 は ビ キ ニ に 向 か っ て 航 行 中 の た め 実 験 に 気 が つ か ず

に ビ キ ニ 東 方 10 00 キ ロ の 海 域 で 17 日 間 の 操 業 を 続 け た 。 操 業 終 了 前 に

２ 回 目 の 実 験 が お こ な わ れ 、 帰 路 の 4 月 7 日 に 3 度 目 の 実 験 が お こ な わ

れ 、 航 海 中 に ３ 度 の 水 爆 実 験 が あ っ た 。 「 パ ラ パ ラ と 雪 の よ う な 灰 が 降

っ た 」 「 積 も っ た 灰 を 洗 い 落 と し た 」 と 証 言 す る 漁 船 員 も い た が 、 ほ と

ん ど 自 覚 せ ず に 、 雨 水 を 利 用 し 、 海 水 風 呂 に 入 り 、 獲 れ た 魚 は 朝 昼 晩 と

食 べ て い た 。 4 月 15 日 に 東 京 ・ 築 地 に 入 港 し 、都 の 検 査 で 船 の 方 向 探 知

器 や ビ ン 玉 か ら 40 00 カ ウ ン ト が 検 出 さ れ た 。

乗 組 員 20 名（ 保 険 登 録 者 の み ）を 追 跡 す る と 生 存 者 ７ 名 、病 死 12 名（ ガ

ン 4 名 、心 臓 発 作 4 名 な ど ）、不 明 者 1 名 で あ っ た 。病 死 者 は 70 代 前 半

2 名 、 後 の 9 名 は 40～ 60 代 で あ っ た 。

新 生 丸 （ 安 田 ・ 172 ト ン ） の 乗 組 員 に つ い て は 、 宿 毛 市 の 漁 村 か ら 同



じ 船 に 乗 り 継 い だ 7 名 を グ ル ー プ と し て 追 跡 し た 。７ 名 は 195 4 年 の 南 方

海 域 の 操 業 中 に 白 い 灰 を 目 撃 し 、 東 京 入 港 し た と き に 検 査 を 受 け 、 魚 、

船 体 、 漁 具 に 異 常 が 認 め ら れ た と 全 員 が 証 言 し て い る 。 こ の グ ル ー プ は

も う 一 度 、 19 57 年 に 第 八 達 美 丸 に 乗 っ て 、 サ モ ア 諸 島 海 域 で 操 業 中 に 、

ク リ ス マ ス 島 の 核 実 験 を 目 撃 し て い る 。 ７ 名 中 生 存 者 は １ 名 で あ り 、 病

死 6 名 （ ガ ン 4 名 、 心 臓 発 作 2 名 ） 、 50 代 が 3 名 で あ っ た 。 生 存 者 の １

名 も 心 臓 近 く の 血 管 と 胃 の 手 術 を し て い る 。な お 、新 生 丸 は 19 名 の 乗 組

員 が 保 険 登 録 さ れ て お り 、死 亡 者 は 14 名 、生 存 者 2 名 、不 明 者 3 名 で あ

っ た 。

第 五 海 福 丸 は 4 月 7 日 帰 港 時 に 汚 染 マ グ ロ 340 本 が 海 洋 放 棄 さ れ た 。

乗 組 員 の 判 明 者 １ ８ 人 中 ９ 名 が 病 死

(ガ ン ５ 名 )し 生 存 者 も リ ン パ 腺 ガ ン 、

結 核 、 胃 潰 瘍 な ど で 手 術 を し て い る 。

第 二 幸 成 丸 ，新 生 丸 、第 五 海 福 丸 の ３

隻 の 漁 船 員 の ガ ン 死 亡 率 は 、 0,6 1 5％ 、

2, 0％ 、0 ,6 5％ 隣 、広 島 原 爆 爆 心 地 か ら

１ ｋ ｍ 以 内 の 原 爆 被 爆 者 の 0, 50 4％ よ

り も 深 刻 な 被 曝 を し て い た と 推 定 さ れ

る (沢 田 昭 二 、 名 古 屋 大 名 誉 教 授 )。 こ れ ら の 漁 船 は い ず れ も ビ キ ニ 東 方

で 操 業 し 第 五 福 竜 丸 に 近 い 位 置 に い た 漁 船 で あ る 。

高 知 県 ビ キ ニ 被 災 調 査 団 に よ る 自 主 的 な 健 康 診 断 が 室 戸 市 と 土 佐 清 水

市 で 高 知 民 医 連 の 協 力 で 開 か れ 、65 名 の 被 災 漁 船 員 が 受 診 し た 。血 液 検

査 の 結 果 、ス ト ロ ン チ ウ ム 90 が 体 内 に 摂 取 さ れ 、脊 髄 に 付 着 し て 半 減 期

30 年 、ほ ぼ 生 涯 に わ た り 放 射 さ れ る た め に 、増 血 機 能 に 障 害 が 見 ら れ る

と 診 断 さ れ た （ 森 清 一 郎 医 師 ） 。 昭 和 ６ ２ 年 の 高 知 県 保 険 所 の 調 査 で も

マ グ ロ 漁 民 の 多 い 室 戸 市 の 男 性 が 全 国 平 均 よ り 有 意 （ １ ３ ５ ％ ） に 高 く

な っ て い る 。

「 米 公 文 書 ・ キ ャ ッ ス ル 作 戦 ・ 放 射 性 降 下 物 」

ビ キ ニ 事 件 に 注 目 し 20 03 年 か ら 取 材 を 続 け て き た 南 海 放 送 は 、「 支 援 セ

ン タ ー 」 と 広 島 市 立 平 和 研 究 所 や グ ロ ー バ ル ・ ヒ バ ク シ ャ 研 究 会 メ ン バ

ー と の 資 料 研 究 、 な か で も 米 原 子 力 委 員 会 の 公 文 書 に 注 目 し た 。 提 供 さ

れ た 原 文 に 削 除 部 分 が 多 い た め 膨 大 な 米 エ ネ ル ギ ー 省 の ホ ー ム ペ ー ジ か

ら「 キ ャ ッ ス ル 作 戦 」の「 死 の 灰 」を 記 録 し た 公 文 書 を 20 10 年 3 月 に 発

見 し た 。 「 支 援 セ ン タ ー 」 で 原 文 の 和 文 翻 訳 と 研 究 者 の 分 析 を 依 頼 し 、

「 死 の 灰 」 の 日 本 側 の 検 知 記 録 の 整 理 と 公 文 書 の 「 要 点 」 を 作 成 し て イ
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ン タ ー ネ ッ ト と 資 料 で 関 係 者 に 協 力 を よ び か け た 。

公 文 書 は 、55 年 に 米 原 子 力 委 員 会 が 米 気 象 局 と 作 成 し た 報 告 書 の 抜 粋

版 で 84 年 に 機 密 解 除 さ れ て い た 。世 界 122 地 点（ 日 本 は 三 沢 ・ 立 川 ・ 広

島 ・ 長 崎 ・ 嘉 手 納 ・ 喜 界 島 ）で 観 測 し 、3 月 ～ 6 月 の 4 ヶ 月 、ほ ぼ 毎 日 測

定 し た ｄ /ｍ / ft 2（ 約 30 セ ン チ 四 方 の 粘 着 板 に １ 分 間 に 当 た る 放 射 能 崩

壊 数 ） を 、 放 射 能 減 衰 曲 線 に 沿 っ て 、 実 験 か ら 100 日 後 の 予 測 数 値 と

「 キ ャ ッ ス ル 作 戦 」 放 射 能 キ ャ 降 灰 図

６ 回 の 総 量 も 記 録 し て い る 。

ビ キ ニ 環 礁 か ら 東 西 に 降 灰

は 日 本 ・ フ ィ リ ピ ン ・ メ キ

シ コ な ど 北 半 球 を 中 心 に 広

が り 、 ア メ リ カ に は 日 本 の

５ 倍 も 降 っ て い る 。 6 回 の

実 験 の 総 核 威 力 は 48、 3 メ

ガ ト ン（ 広 島 原 爆 の 約 322 0

倍 ） 、 放 射 性 降 下 物 総 量 は

100 日 後 で 22 . 7 3 メ ガ キ ュ

リ ー（ 227 3 万 キ ュ リ ー ）で

あ る 。 「 公 文 書 」 の な か に 、 観 測 し て い た 米 船 舶 に つ い て 「 特 に 航 行 の

途 中 、 激 し い フ ォ ー ル ア ウ ト に 晒 さ れ た 船 で は 、 処 理 や 輸 送 時 の サ ン プ

ル の 二 次 汚 染 防 止 の 手 順 が 充 分 で は な か っ た 」 と 第 五 福 竜 丸 と 同 じ よ う

に 被 災 し た こ と を 認 め て い る 。 ま た 、 ビ キ ニ 海 域 の 放 射 性 降 下 物 の 地 図

に 、 東 京 都 衛 生 課 の 「 船 体 に 放 射 能 の あ っ た 船 」 の 記 録 を 重 ね る と 、 第

五 福 竜 丸 含 む ５ 隻 が 20 00 0 0 d / m / f t 2 海 域 に 、７ 隻 が 100 0 0 0ｄ / m/ f t 2 海 域

に 、 10 隻 が 5 00 0 0 d / m / f t 2 海 域 に い て 、 日 本 の マ グ ロ 漁 船 の 船 体 汚 染 が

米「 公 文 書 」で 立 証 さ れ た こ と に な る 。ま た 、米 原 子 力 委 員 会 作 成 の「 ビ

キ ニ 水 爆 実 験 が ワ シ ン ト ン で 行 な わ れ た 場 合 を 推 定 し た 資 料 」 （ 高 橋 博

子 氏 提 供 ）に よ れ ば 、フ ィ ラ デ ル フ ィ ア の 位 置 に い た 第 五 福 竜 丸 は 、「室

外 に い た 場 合 は 10 0％ 被 ば く し 50％ 死 亡 、 す べ て の 人 が 何 ら か の 病 気 に

な る 」 と 記 入 さ れ て い る 。

ビ キ ニ 水 爆 実 験 で 「 死 の 灰 」 は 成 層 圏 に 達 し １ 年 以 上 も 北 半 球 全 域 に 降

り 、ス ト ロ ン チ ウ ム 90、セ シ ウ ム 137 な ど 6 0 年 近 い 放 射 能 汚 染 が 続 き 、

今 も 地 中 や 海 中 に 残 留 し 人 間 の 発 ガ ン 率 を 高 め た 原 因 と 言 わ れ て い る 。

「 キ ャ ッ ス ル 作 戦 」 に よ る 核 実 験 は 、 そ れ ま で の 歴 史 上 最 大 の 環 境 汚 染

だ っ た こ と が 立 証 さ れ た 。 今 後 の 科 学 者 ・ 関 係 者 の 研 究 分 析 に よ り 、 太

平 洋 核 実 験 全 体 の 実 相 を 明 ら か に す る こ と が 求 め ら れ て い る 。



「 核 廃 絶 へ の 道 に 青 年 の 参 加 を 」

高 知 県 西 南 部 ・ 幡 多 （ は た ） 郡 に 、 １ ９ ８ ３ 年 の 夏 、 公 立 高 校 ９ 校

を 結 ぶ 自 主 的 サ ー ク ル 「 幡 多 高 校 生 ゼ ミ ナ ー ル 」 （ 幡 多 ゼ ミ ） が 結 成 さ

れ 、 地 域 の 現 代 史 調 査 に と り く ん だ 。 １ ９ ８ ５ 年 、 原 爆 被 爆 ４ ０ 周 年 に

あ た り 、 地 域 の ヒ バ ク シ ャ 調 査 中 に ビ キ ニ 水 爆 実 験 被 災 漁 船 員 の 存 在 に

突 き 当 た っ た 。「足 元 か ら 平 和 と 青 春 を 見 つ め る 」を モ ッ ト ー に し た「 幡

多 ゼ ミ 」 の 高 校 生 た ち は 、 幡 多 地 域 の １ ４ 漁 村 を 、 土 日 を 使 っ て 訪 ね 歩

い た 。 す べ て の 漁 村 に ビ キ ニ 被 災 漁 船 員 が い て 、 水 爆 実 験 ・ 「 死 の 灰 」

の 目 撃 や 汚 染 マ グ ロ を 放 棄 し た 体 験 が 高 校 生 の 目 の 前 で 語 ら れ た 。

さ ら に 車 で 片 道 ５ 時 間 か け て の 室 戸 調 査 で は 、 始 め は 語 り し ぶ っ た 被

災 漁 船 員 も 「 な ん の 損 得 も 無 い 高 校 生 が 幡 多 か ら は る ば る 聞 き に 来 て い

る 、本 当 の こ と だ か ら 話 そ う じ ゃ な い か 」と グ ル ー プ で 証 言 を は じ め た 。

ま た 調 査 で は 、 被 災 実 態 を 聞 く だ け で な く マ グ ロ 漁 業 や 太 平 洋 諸 島 、 そ

し て 青 春 時 代 と 今 の 暮 ら し の 事 、 平 和 へ の 思 い な ど も 語 っ て も ら っ た 。

高 校 生 た ち は 、ビ キ ニ 事 件 の 社 会 的 背 景 、水 爆 実 験 と 放 射 能 、気 象 と「 死

の 灰 」、マ ー シ ャ ル 諸 島 の く ら し 、黒 潮 と 漁 業 な ど「 知 り た い か ら 学 ぶ 」

本 物 の 学 習 を 積 み 重 ね て 、 後 輩 へ と 引 き 継 い で い っ た 。

「 学 び 、 調 査 し 、 表 現 す る 」 活 動 は 、 幡 多 地 域 か ら 室 戸 、 東 京 （ 第 五

福 竜 丸 ）、焼 津 、広 島 、長 崎 、沖 縄 へ と「 平 和 の 旅 」を 軸 に 広 が り 、歌 ・

紙 芝 居 ・ 合 唱 構 成 詩 ・ 本 ・ Ｖ Ｔ Ｒ そ し て ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 「 ビ キ ニ

の 海 は 忘 れ な い 」 な ど 、 社 会 に 向 け て 溌 剌 と し た 意 見 表 明 を 続 け た 。

活 動 の な か で 、 「 社 会 科 で 現 代 史 を ほ と ん ど 教 え て い な い 」 「 日 本 は

海 に 囲 ま れ た 国 な の に 、 学 校 で 漁 業 の こ と を 学 ぶ 機 会 が な い 」 な ど 、 教

育 の 課 題 も 明 ら か に な っ た 。 家 族 や 地 域 の か か わ る 課 題 解 決 能 力 が 、 今

の 日 本 の 青 年 期 教 育 に 決 定 的 に 欠 け て い て 、 学 校 の 狭 い 視 野 で の 学 習 の

繰 り 返 し で 、 成 長 が ゆ が め ら れ て い る 。 身 近 な 社 会 と の つ な が り を 持 て

な い ま ま で は 、 進 路 選 択 も 出 来 ず 、 進 路 が 絶 た れ る 深 刻 な 事 態 に 直 面 し

て も 打 開 の 道 筋 を 見 つ け る こ と が 出 来 な い 。

地 域 に あ る 暮 ら し や 平 和 の テ ー マ に 、 青 年 が 主 体 的 に 参 加 で き 、 豊 か

な 創 造 力 が 発 揮 で き る 活 動 が 全 国 に 広 が っ て い く た め に も 、 地 域 の 「 現

代 史 の 証 言 者 」 と 青 年 が 接 す る 機 会 を 増 や し て い く 事 が 大 切 で あ る 。

ビ キ ニ 事 件 は 現 代 史 の 未 解 明 の 大 事 件 で あ り 、 太 平 洋 岸 中 心 に マ グ ロ

漁 船 、 貨 物 船 の 乗 組 員 と そ の 遺 族 は 全 国 的 に 散 在 し て い る 。



ア メ リ カ で は 広 島・長 崎 の 原 爆 投 下 を「 戦 争 を 終 わ ら せ る た め だ っ た 」

す る 意 見 が ま だ あ る が 、 ビ キ ニ 水 爆 実 験 は 、 「 核 戦 争 を 開 始 す る 準 備 そ

の も の 」 で あ り 、 ヒ ロ シ マ ・ ナ ガ サ キ ・ ビ キ ニ は 連 動 し た も の で あ る 。

ア メ リ カ は 、 核 実 験 国 で あ る た め に 、 政 府 が 核 実 験 の 実 相 を 国 民 に 知 ら

す 姿 勢 に 欠 け ， 過 小 評 価 し 続 け た た め に 、 ビ キ ニ 水 爆 実 験 の 放 射 性 降 下

物 を 日 本 の ５ 倍 も 受 け な が ら 、 国 民 に 被 災 対 策 を 取 ら し て い な い 。 核 保

有 国 ゆ え に 深 刻 な 核 被 災 国 と な っ た の で あ り 、 「 キ ャ ッ ス ル 作 戦 」 の 報

告 書 は 、 核 戦 争 が 「 核 の 冬 」 ・ 地 球 規 模 の 放 射 能 汚 染 を も た ら す 可 能 性

を 証 明 し た 。

福 島 原 発 事 故 に つ い て も 、 高 校 生 を 「 原 発 見 学 」 に 参 加 さ せ た 教 育 委

員 会 や 学 校 の 責 任 が 問 わ れ る 。 原 子 力 発 電 や 放 射 能 汚 染 に つ い て の 科 学

的 な 判 断 力 の 育 成 と 原 子 力 に 頼 ら な い ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー や 暮 ら し の 見

直 し を 含 む 学 習 が 求 め ら れ て い る 。教 育 も ま た「 学 力 神 話 」か ら 脱 皮 し 、

自 ら の 生 活 を 守 り 育 て る 学 習 を す す め た い 。

２ ０ １ ０ 年 は 、 Ｎ Ｐ Ｔ ・ 核 拡 散 防 止 条 約 会 議 の 成 果 、 国 連 事 務 総 長 の

ヒ ロ シ マ 平 和 記 念 式 典 へ の 参 加 、 そ し て ビ キ ニ 環 礁 の [負 の 世 界 遺 産 登

録 ]と 核 廃 絶 の 道 が よ り 現 実 的 か つ 国 際 的 に 加 速 さ れ た 。ヒ ロ シ マ・ナ ガ

サ キ ・ ビ キ ニ を 結 び 、 日 本 の 青 年 が 先 頭

に 立 ち 、国 際 的 反 核 ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ 、

核 廃 絶 の 大 道 に 参 加 す る 道 を 広 げ た い 。

「 参 考 資 料 」

「 か え れ ビ キ ニ へ 」三 宅 泰 雄 著 19 84 年 水

曜 社 、 「 も う ひ と つ の ビ キ ニ 事 件 」 高 知

県 ビ キ ニ 被 災 調 査 団 20 04 年 平 和 文 化

「 幡 多 ゼ ミ 」 沖 ノ 島 調 査


